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第３期中期運営計画具体化プラン 令和６年度事業報告 

・「第３期中期運営計画具体化プラン」に従い作成した令和６年度のアクションプランと目

標値に対する実績・評価を以下のとおり報告します。 

・評価については、以下のとおり記述します。 

Ａ）達成率１００％以上  Ｂ）達成率７５％以上１００％未満 

Ｃ）達成率５０％以上７５％未満 Ｄ）達成率２５％以上５０％未満 

Ｅ）達成率２５％未満 
 
１ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

① 市町立図書館・大学図書館

との機能分担と連携を踏ま

えた専門的な図書・資料充

実 

資料購入費における参

考・専門図書購入費の割

合（年間割合） 

６５％ ６５％ Ａ 

郷土資料受入冊数／年 
１,８００冊 １,４４０冊 Ｂ 

② 調査相談（レファレンスサ

ービス）機能の充実 

レファレンス処理票新規

作成件数／年 
７００件 ７４９件 Ａ 

利用者向け図書館活用講

座等の開催回数／年 
２回 ２回 Ａ 

ふるさと文献データベー

スの登録データ件数（規、

追加・更新）／年 

３００件 ３１８件 Ａ 

レファレンス協同データ

ベースのレファレンス事

例及びパスファインダー

の提供件数／年 

６５件 ７８件 Ａ 

③ 電子書籍等、新たな媒体へ

の適切な対応と収集 

電子資料活用講座・研修

会受講者人数／年 
１８人 ４０人 Ａ 

 

イ 地域資料収集の強化・充実と情報発信 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

④ 「ふるさと山口文学ギャラ

リー」の機能強化 

 

「ふるさとの文学者１０

０人」を含む山口県文学

資料の収集冊数／年 

４００冊 ２５６冊 Ｃ 

文学者別資料リスト等の

作成件数／年 
４件 ４件 Ａ 

⑥ 所蔵資料を活用した情報発

信 

当館所蔵の郷土資料の電

子化と「山口県地域学リ

ポジトリ」へのデータ提

供件数／年 

４件 ４件 Ａ 

出前図書館、展示資料一

括貸出の実施回数／年 １３回 ９回 Ｃ 
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２ 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

ア 子どもの読書活動の推進 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑦ 山口県子ども読書支援セン

ターの運営及び県立図書館

における児童サービスの充 

実（山口県子ども読書活動

推進計画の推進） 

子どもの読書に関する研

修（地域及び学校向け研

修会）の開催回数／年 

８回 １０回 Ａ 

子どもの読書に関する訪

問相談・講師派遣件数（５

年間の延べ数） 

２０５件 ２２７件 Ａ 

子どもの本のテーマ別ブ

ックリストの作成・更新

件数（５年間の延べ数） 

３２件 ３４件 Ａ 

 

イ 新たな図書館サービスの構築 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑧ 多様な利用者に対応したサ

ービス体制の構築 

マルチメディアデイジー

図書等貸出冊数／年 

（マルチメディアデイジ

ー図書、音声デイジー図

書、大活字本、ＬＬブック

の貸出冊数） 

２,３９６冊 １,３３３冊 Ｃ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者や支援が必要な高

齢者等に対応した資料の

充実と提供（⑧-1） 

広域的利用の促進、非来館 

型サービスの周知（⑧-2） 

 

 

 

 

館外貸出冊数における市

町立図書館を通じた貸出

冊数（e-Net貸出及び協力

貸出）／年 

11,500 冊 13,092冊 Ａ 

県立図書館ウェブサイト

のアクセス件数／年 
1,950,000 件 1,841,939件 Ｂ 

アクティブシニアへのサ

ービス構築（⑧-3） 

 

 

 

 

アクティブシニアを対象

とした講座等（読書イベ

ントを含む）の開催回数

／年 

４回 ４回 Ａ 

アクティブシニアを講師

とした講座等の開催回数

／年 

４回 ３回 Ｂ 

 

ウ 県立図書館における読書環境の整備（多様な読書に対応するための環境整備） 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑨ 読書環境の整備と読書の雰

囲気・空間づくり 

障害者等、多様な利用者

への対応のための職員研

修の実施回数／年 

２回 ３回 Ａ 

読書イベントの実施回数

／年 

 

３回 ３回 Ａ 



3 

３ 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

ア 市町立図書館との連携・協力（資料の相互利用、情報・ノウハウの提供等） 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑩ 県内図書館間の連携強化 

   

市町立図書館への訪問回

数（延べ数） 
５６回 ３３回 Ｃ 

 

イ 大学図書館、専門的機関等も含めた連携（学術研究、専門分野も含めた県域でのネットワークづく

り） 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑪ ３館協定館（山口大学図書

館、県立大学図書館）等との

連携強化 

山口大学図書館、山口県

立大学図書館との連携行

事の開催回数（延べ数） 
２回 ２回 Ａ 

 

エ 地域づくり団体等との連携推進（地域づくり活動等への協力推進） 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑭ 地域づくり、まちづくりイ

ベントへの協力 

新たな連携先の開拓実績

（延べ数） ４件 ４件 Ａ 

 

オ 図書館職員、図書館活動に関わる人材の育成 

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑮ 図書館司書研修プログラム

の充実 

 

県内図書館員向け研修受

講者数（延べ数） 

 

２０３人 ２１４人 Ａ 

⑯ 図書館活動に関わる人材の

育成 

 

 

山口図書館サポーターの

活動日数／年 

 

１９日 １７日 Ｂ 

図書館ボランティアへの

研修等の実施回数／年 

 

２回 ４回 Ａ 

 
 
 
 



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン① 事業評価】 

     担当 資料整備グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開 

取組中項目 (ｱ) 市町立図書館・大学図書館との機能分担と連携を踏まえた専門的な図書・資料の充実 

取組小項目 a 機能分担と連携を踏まえた資料収集の推進 

取組の 
方向性 

●専門的な図書・資料収集の充実 
●選書体制の整備 
●郷土資料収集の充実 
●郷土資料の書誌データ整備とデータ提供の充実 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎資料購入費における参考・専門図書購入比率（年間割合）  

６５％の維持 
資料 → → 

◎紙以外の媒体資料（ＣＤ、ＤＶＤ、電子書籍等）の選書基準の

策定 
資料 ○検討 着手 

◎郷土資料受入冊数の充実 資料 → → 

◎新たに収蔵した郷土資料情報のウェブサイトでの提供 企画 → → 

◎市町立図書館・大学図書館を対象とした専門的図書・資料収集

希望調査の実施 
資料 〇調査実施 着手 

評価指標 

（１－１） 

資料購入費における参考・専門図書購入費の比率（年間割合） 

目標値 Ｒ１：６５％ →  Ｒ７：６５％ 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

63.8％ 64.4％ 64.5％ 65.0％ －％ 65％ 100.0％ 

      Ａ 

評価の観点 
評価指数に留意し、参考・専門図書の購入を行い、専門的は図書・資料収

集の充実を図る。 

評価指標 

（１－２） 

郷土資料受入冊数 

目標値 Ｒ１：１，５４５冊 →  Ｒ７：１，８００冊 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

1,876冊 1,612冊 1,505冊 1,440冊 －冊 1,800冊 80.0％ 

      Ｂ 

評価の観点 評価指数に留意し、郷土資料の受入れの充実を図る。 

■評価・分析 

・参考・専門図書の購入費の比率の実績について、目標値を達成することができた。 

・郷土資料受入冊数について、目標値を達成することができなかった。 

・山口県視聴覚センターの廃止により引き継いだレコードについて、館外貸出対象のＬＰのリスト

を作成した。また、貸出す際に必要な物品（貸出用袋等）の準備を行った。 

■今後の取組 

・参考・専門図書の購入、及び郷土資料の受入れについて、目標達成に向けて充実を図る。 

・ＣＤ、ＤＶＤ等の選書基準の策定について、検討を進める。 

・レコードについて、館内利用及び団体への館外貸出を開始する。 

・専門的図書・資料収集希望調査について、令和7年度中に実施予定である。 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン② 事業評価】 

     担当 総合サービスグループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開 

取組中項目 (ｲ) 調査相談（レファレンスサービス）機能の充実 

取組小項目 a 調査相談機能の向上 

取組の 
方向性 

●職員のレファレンス技能向上 
●利用者への図書館活用方法の周知 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎レファレンス技能向上のための職員研修の実施 総合 → → 

◎利用者向け図書館活用講座等の開催 総合 → → 

◎レファレンスサービス利用の広報・周知 総合 → → 

評価指標 

（１－３） 

レファレンス処理票新規作成件数／年 

目標値 Ｒ１：６８８件 →  Ｒ７：７００件 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

６４５件 ７１５件 ７３０件 ７４９件 －件 ７００件 107.0％ 

      Ａ 

評価の観点 
研修等により円滑な調査・記録作成を行えたか、また、サービスの周知に

努めたかどうか。 

評価指標 

（１－４） 

利用者向け図書館活用講座等の開催回数／年 

目標値 Ｒ１：０回 →  Ｒ７：２回 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

２回 ２回 ２回 ２回 －回 ２回 100.0％ 

      Ａ 

評価の観点 ニーズに応じて計画的に講座を企画開催できたかどうか。 

取組小項目 b レファレンス情報発信機能の充実 

取組の 
方向性 

●ウェブサイトを活用したレファレンス情報の発信 
●国立国会図書館との連携によるレファレンス情報の全国への発信 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎ふるさと文献データベースの充実（公開データ登録・更新） 総合 → → 

◎ウェブサイトによるレファレンス事例紹介 総合 → → 

◎パスファインダーの作成とウェブサイトでの公開 総合 → → 

◎レファレンス協同データベースへのレファレンス事例及びパ

スファインダーの提供 
総合 → → 



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン② 事業評価】 

評価指標 

（１－５） 

ふるさと文献情報データベースの登録データ件数（新規・追加・更新）／年 

目標値 Ｒ１：２６３件 →  Ｒ７：３００件 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

４７２件 ５０３件 ３０８件 ３１８件 －件 ３００件 106.0％ 

      Ａ 

評価の観点 定期的に円滑な登録を行えたか。 

評価指標 

（１－６） 

レファレンス協同データベースへのレファレンス事例及びパスファインダーの提供件数／年 

目標値 Ｒ１：６３件 →  Ｒ７：６５件 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

７３件 ７２件 ７０件 ７８件 －件 ６５件 120.0％ 

      Ａ 

評価の観点 定期的に円滑な登録を行えたか。 

■評価・分析 

 レファレンス業務については、グループ内研修（年６回）を計画的に実施した。また、適宜、ＯＪ

Ｔによる研修を行い、円滑に進めた。 

 利用者向け図書館活用講座については、電子図書館サービス体験会（令和６年７月３１日（水））、

「電子図書館サービス活用講座‐電子書籍と読書バリアフリー」（令和７年３月１３日（水））を

実施した。 

 レファレンスサービスの広報については、ＳＮＳにより行った。 

 ふるさと文献情報データベース及びレファレンス協同データベースへの登録については、毎月の

ルーティン業務として行い、円滑な登録ができた。 

 ウェブサイトで紹介しているレファレンス事例の更新を令和７年１月に行った。 

 パスファインダーについては、１０件（一般３件、山口県関係１件、維新人物関係２件、やまぐち

の文学者関係４件）を作成・改訂した。 

 

■今後の取組 
 レファレンス業務における実施・記録・周知の一体的な実施に努める。 

 レファレンスに係るグループ内研修、利用者向け図書館講座の計画的な実施を進める。 

 ＳＮＳ等によるレファレンスサービスの広報に努める。 

 パスファインダーのウェブサイトでの公開を進める。 

 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン③ 事業評価】 

     担当 資料整備グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開 

取組中項目 (ｳ) 電子書籍等、新たな媒体への適切な対応と収集 

取組小項目 a 電子書籍への対応 

取組の 
方向性 

●新しい生活様式での読書活動に対応し、ICTを活用した学びの充実を図るための電子
書籍サービスの導入 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎自宅等に居ながら読書や学習、調査・研究ができる電子書籍サ

ービス導入の検討・実施 
企画 → → 

取組小項目 b 電子資料※の提供、活用の促進  ※電子書籍を含む 

取組の 
方向性 

●電子資料の新規導入 
●電子資料の活用促進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎新規電子資料の検討･導入 資料 → → 

◎電子資料活用講座・研修会の実施 企画 → → 

◎データベース活用促進のための普及啓発 資料 → → 

◎電子資料活用のための職員研修の実施 資料 → → 

◎調べ学習等に役立つ電子資料等の提供の検討 資料 → → 

評価指標 

（１－７） 

電子資料活用講座受講者数／年 

目標値 Ｒ１：０人 →  Ｒ７：２０名 

備考 Ｒ６：最終目標値の90% 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１０名 ３２名 ２９名 ４０名 －名 １８名 222.2% 

      Ａ 

評価の観点 

電子資料活用講座として、電子図書館サービス体験会（令和６年７月３１

日（水））、「電子図書館サービス活用講座‐電子書籍と読書バリアフリー」

（令和７年３月１３日（水）を実施した。 

■評価・分析 

・新規電子資料（データベース）の導入検討のためのトライアルを実施。（実施トライアルは、判例

法令データベース「Westlaw Japan」 実施期間は 12月下旬～１月末） 

・データベース利用促進については、当館ホームページで案内するにとどまっている。 

・電子図書館サービス追加コンテンツの選書にあたり、調べ学習等に役立つものについて検討を行

い、令和６年度末時点で、329点を追加整備した。 

・【再掲】電子資料活用講座として、電子図書館サービス体験会（令和６年７月３１日（水））、「電子

図書館サービス活用講座‐電子書籍と読書バリアフリー」（令和７年３月１３日（水）を実施した。 

■今後の取組 

・引き続き、新規電子資料の検討・導入を行う。 

・引き続き、調べ学習等に役立つ電子資料等の提供について検討し、令和７年度は合計 350 点程度

を追加整備予定である。 

・県立図書館に来館することが難しい遠隔地居住者向けに、県立図書館外での体験会の定期的な実

施を検討する。 

・電子図書館サービスの周知に係る効果的な方法について検討・実施する。 
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【令和６年度アクションプラン④ 事業評価】 

     担当 資料整備グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 イ 郷土資料収集の強化・充実と情報発信 

取組中項目 (ｱ) 「ふるさと山口文学ギャラリー」の機能強化 

取組小項目 a 山口県文学資料の収集強化と情報発信 

取組の 
方向性 

●「ふるさとの文学者１００人」を含む山口県文学資料の計画的収集 
●収集資料を活用した資料展示、情報提供の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎「ふるさとの文学者１００人」を含む山口県文学資料の収集 資料 → → 

◎収集資料を活用した資料展示の実施 総合 → → 

◎文学者別資料リストの作成・更新 総合 → → 

◎新たに収蔵した資料情報のウェブサイトでの提供 企画 → → 

評価指標 

（１－８） 

「ふるさとの文学者１００人」を含む山口県文学資料の収集冊数／年 

目標値 Ｒ１：３４３冊 → Ｒ７：４００冊 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

373冊 336冊 312冊 256冊 －冊 400冊 64.0％ 

      Ｃ 

評価の観点 評価指数に留意し、山口県文学資料収集の充実を図る。 

評価指標 

（１－９） 

文学者別資料リスト等の作成件数／年 

目標値 Ｒ１：０件 → Ｒ７：５件 

備考 Ｒ６～：Ｒ３目標（２件）に１件程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

３件 ３件 ４件 ４件 －件 ４件 100.0％ 

      Ａ 

評価の観点 企画展作成と連動したパスファインダー作成を行えたか。 

取組小項目 b やまぐち文学回廊構想推進協議会や他の関係機関、団体との連携による事業実施 

取組の 
方向性 

●連携事業の実施促進 
●館外実施連携事業を活用した情報提供 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎やまぐち文学回廊構想推進協議会や他の関係団体との連携に

よる事業実施（出前展示、出前図書館、展示協力） 
総合 → → 

■評価・分析 

 文学ギャラリー企画展の作成・開催（年度２回）など、収集資料を活用した展示を行った。 
 企画展作成と連動して、展示対象である「山口孤剣」「児玉花外」「船戸与一」「宇野千代」のパ
スファンダーを作成した。 

 県立大学の公開講座（サテライトカレッジ）に関連資料の出前展示（２回、資料リストも作成）を
行った。 

 山口県文学資料の収集冊数について、目標値を達成することができなかった。 

■今後の取組 

 展示計画に基づき、企画展・常設展を実施するとともに、企画展に関係する文学者についてのパ
スファインダーを作成する。 

 県立大学サテライトカレッジ等への出前展示を実施する。 
 山口県文学資料収集は、自費出版等、出版流通していないものについても、新聞等で積極的に情
報収集し、目標達成に向けて充実を図る。   
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【令和６年度アクションプラン⑤ 事業評価】 

     担当 総合サービスグループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 イ 郷土資料収集の強化・充実と情報発信 

取組中項目 (ｲ) 「明治維新資料室」「明治維新人物ギャラリー」等の機能強化 

取組小項目 a 関係資料の収集強化と情報発信 

取組の 
方向性 

●明治維新資料の収集継続 
●収集資料を活用した資料展示、情報提供の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎関係資料の幅広い収集 資料 → → 

◎新たに収蔵した資料情報のウェブサイトでの提供 企画 → → 

◎収集資料を活用した資料展示の実施 総合 → → 

◎ふるさと文献情報検索における維新関連項目のデータ新規登

録・更新 
総合 → → 

◎関係機関との連携による事業実施 総合 → → 

■評価・分析 

 当館ウェブサイト“新着図書案内”のページで新規収蔵資料情報を提供した。 

 館内の「明治維新人物ギャラリー」で維新人物関係の資料展示（年３回）を実施した。また、臨時

閉館中は、ウェブサイト上での展示を実施した（３回） 

 ふるさと文献情報検索における維新関連項目については、人物情報を中心にデータの新規登録及

び更新を行った。 

 維新人物に関するパスファインダーについて、２件の作成（新規１、改訂１）を行った。 

 

■今後の取組 

 展示計画に基づき、「明治維新人物ギャラリー」資料展示を継続実施する。 

 維新人物に関するパスファインダーの作成、ふるさと文献情報検索へのデータ登録を進める。 
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【令和６年度アクションプラン⑥ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 イ 郷土資料収集の強化・充実と情報発信 

取組中項目 (ｳ) 所蔵資料を活用した情報発信 

取組小項目 a 郷土資料の電子化による情報発信 

取組の 
方向性 

●郷土資料の電子化 
●地域デジタルアーカイブの構築 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎当館所蔵の郷土資料の電子化に向けた資料選定及び「山口県

地域学リポジトリ（YOOKE）」、「WEB版明治維新資料室」、当館ウェ

ブサイト等での公開 

資料 → → 

◎地域デジタルアーカイブの充実と活用促進の方策の検討・実

施 
企画 → → 

評価指標 

（１－10） 

当館所蔵の郷土資料の電子化と「山口県地域学リポジトリ」へのデータ提供件数／年 

目標値 Ｒ１：１件 → Ｒ７：５件 

備考 Ｒ６～：Ｒ３目標（２件）に１件程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

３件 ３件 １１件 ４件 －件 ４件 100.0％ 

      Ａ 

評価の観点 『令和５年度年報』ほか、過去の年報を登録。 

取組小項目 b 出前図書館、展示資料一括貸出等による収集資料の活用 

取組の 
方向性 

●連携事業の実施促進 
●収集資料を活用した資料展示の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎市町立図書館への展示資料一括貸出の実施 企画 → → 

◎館外イベント等と連携した出前図書館、展示資料一括貸出等

の実施 
総合 → → 

評価指標 

（１－11） 

出前図書館、展示資料一括貸出の実施回数／年 

目標値 Ｒ１：１４回 →  Ｒ７：１５回 

備考 Ｒ６～：Ｒ３実績に３件程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

４回 ６回 １０回 ９回 －回 １３回 69.2％ 

      Ｃ 

評価の観点 
計画的な行事等の企画運営が行えたかどうか。 

 

■評価・分析 

 県健康づくり財団と連携し、「ピンクリボンｉｎやまぐち２０２４」で出前図書館を実施した。 

 【再掲】県立大学の公開講座（サテライトカレッジ）に関連資料の出前展示（２回、資料リストも

作成）を行った。 

 地域学リポジトリへのデータ提供については、『令和５年度年報』ほか、過去の年報を登録。 

 館内で資料デジタル化ワーキンググループを立ち上げ、当館所蔵資料のデジタル化について検討

を開始した。 

■今後の取組 

 既存・新規を含めた他機関との連携による出前図書館等の実施に努める。 

 山口大学図書館及び県立大学図書館と連携し、「地域学リポジトリ」の周知に努めるとともに、運

用改善に向けた協議を継続する。また、新規資料の登録を進める。 
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 資料デジタル化ワーキンググループでの検討及び資料デジタル化の計画的な実施。 

 引き続き市町立図書館等への企画提案等、展示資料の活用促進に努める。 

 市町立図書館への展示資料一括貸出については、展示情報の周知に努めるとともに、他の行政分

野の機関・施設との連携による出前図書館事業に新たに取り組む。 

 

 

【参考：出前図書館・展示資料一括貸出事業実績】 

展示テーマ等 借受館等 展示期間 貸出冊数 

【展示資料一括貸出】「宇野千代と雑誌

『スタイル』」 

宇部市立図書館 ６月29日 
92 

【出前図書館】令和６年度山口市立小・

中学校特別支援教育校内コーディネー

ター研修会 出前展示 

小郡地域交流センタ

ー 

７月３日 

45 

【出前図書館】令和６年度特別な配慮

を必要とする子どもの保育研修会Ｂ 

出前展示 

県セミナーパーク ８月２２日 

38 

【出前図書館】令和６年度特別な配慮

を必要とする子どもの保育研修会Ｃ 

出前展示 

県セミナーパーク ９月３日 

23 

【展示資料一括貸出】「「国木田独歩と

〈やまぐち〉」 

岩国市民文化会館 ９月10日 
17 

【出前図書館】「『ピンクリボンｉｎや

まぐち2024』関連資料展示」 

山口県健康づくりセ

ンター 

９月21日 
76 

【出前図書館】山口市立中央図書館友

の会トネリコ学習会 出前展示 

山口市立中央図書館 ９月30日 
15 

【展示資料一括貸出】「中学生向け図書

選書用資料のセット貸出」 

萩市立明木図書館 令和７年１月９

日から１月31日 50 

【展示資料一括貸出】「読書バリアフリ

ーってなぁに？」 

山口市立小郡図書館 令和７年２月２

８日から３月１

３日 

21 

合 計 377 

 うち山口県文学及び明治維新関係資料 109 
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【令和６年度アクションプラン⑦ 事業評価】 

     担当 読書推進グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

基本的取組 ア 子どもの読書活動の推進 

取組中項目 (ｱ) 
山口県子ども読書支援センターの運営及び県立図書館における児童サービスの充実
（山口県子ども読書 活動推進計画の推進） 

取組小項目 a 子どもの読書活動を支える人材の育成 

取組の 
方向性 

●子どもと本をつなぐ人材（図書館職員、司書教諭・学校司書、読書ボランティア等）
の資質向上 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎図書館職員、司書教諭・学校司書、幼稚園教諭・保育士、読書

ボランティア等を対象とした研修の実施 
読書 → → 

評価指標 

（２－１） 

子どもの読書に関する研修 （地域及び学校向け研修会） の開催回数 ／年 

目標値 Ｒ１：８回 → Ｒ７：８回 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

８回 ８回 ８回 １０回 －回 ８回 125.0％ 

      Ａ 

評価の観点 
令和６年度は県教育委員会との共催で、幼稚園教諭、保育士等対象の研修

会を計３回開催したため、目標回数を上回る研修会実施ができた。 

取組小項目 b 子どもの読書活動を推進する図書館・学校・関係機関等との連携・協働  

取組の 
方向性 

●学校・学校図書館への支援と連携強化 
●市町立図書館・関係部局・機関・ボランティア団体等との連携強化 
●子どもの読書に係る情報提供 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎県市町教育委員会・学校・ 市町立図書館等主催の研修会への

講師派遣及び読書活動「ライぶらり」の実践支援などの「おで

かけ講座」の実施 

読書 → → 

◎学校図書館、市町立図書館、市町教育委員会等への訪問、協

議、相談対応の実施 
読書 → → 

◎メールマガジンの配信、ウェブサイトによる情報提供 読書 → → 

評価指標 

（２－２） 

子どもの読書に関する訪問相談・講師派遣件数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２７～Ｒ１：２４８件 → Ｒ３～Ｒ７：２６５件（※単年度５３件×５年） 

備考 Ｒ６：令和５年度実績（１３９件）に８８件／年の増 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１５件 ６９件 １３９件 ２２７件 －件 ２０５件 110.7％ 
単年度の 

(実績) <目標> （５４件） （７０件） （８８件） ＜－件＞ ＜６６件＞ Ａ 

評価の観点 

研修会講師の派遣依頼件数や「出前こどもとしょかん」のでのブックトー

ク実施校数の増加等により、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年

度（59件）を上回る訪問・講師派遣が実施できた。 

取組小項目 ｃ 子どもの読書活動推進のための実践と技術・ノウハウの蓄積及び資料・情報提供の充実 

取組の 
方向性 

●児童資料・ティーンズ資料・子ども読書研究資料等の蔵書の充実 
●資料情報提供サービスの充実 
●「出前こどもとしょかん」などの子どもと本をつなぐ読書活動の実践とノウハウの蓄積 
●児童サービス、学校図書館支援に係る県立図書館職員の資質向上 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎こどもとしょしつの運営 読書 → → 
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【令和６年度アクションプラン⑦ 事業評価】 

◎子どもの本のテーマ別 ブックリストの作成と更新 読書 → → 

◎幼児対象のおはなし会や子ども対象の行事の開催、「出前こど

もとしょかん」の実施 
読書 → → 

◎学校図書館・幼稚園・保育園・ボランティア団体等への団体貸

出及び 新刊児童書閲覧会の開催 
読書 → → 

◎県立図書館職員のスキルアップのための研修計画構築 読書 
〇計画立案 

・実施 
→ 

評価指標 

（２－３） 

子どもの本のテーマ別 ブックリスト の作成・更新件数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２７～Ｒ１：１３件 →  Ｒ３～Ｒ７：２３件 

備考 Ｒ６：最終目標値の85％ 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１１件 １７件 ２９件 ３４件 －件 ３２件 106.2％ 
単年度の 

(実績) <目標> （６件） （１２件） （５件） ＜－件＞ ＜３件＞ Ａ 

評価の観点 年度末までにブックリストの作成・更新が実施できた。 

■評価・分析 

・令和６年度は、山口県子ども読書支援センター開設 20周年である。当館の子ども向け読書イベン

トは「開設 20周年記念事業」として実施した。 

・前年度同様、「学校図書館セミナー（２回）」、「新刊児童書閲覧会（３回）」、「子どもと本をつなぐ

スキルアップ講座（２回）」を計画通りに実施した。（計７回） 

・山口県教育委員会と共催で、幼稚園教諭、保育士等を対象とした「乳幼児期における読書習慣の定

着に向けた研修会」（県内３ヵ所、計３回）を開催した。 

・山口県教育委員会と共催で、幼児とその保護者を対象とした読書イベント「親子ふれあい絵本レ

ストランへようこそ」を山口県教育会館で開催した。（11月 2日（土）） 

・学校図書館関係研修会等への講師派遣依頼数は５８件、訪問件数は３０件（全１９市町教育委員

会訪問を含む）の計８８件。コロナ感染拡大前の令和元年度の５９件を上回った。 

・「出前こどもとしょかん」事業と「選書会のための新刊貸出」事業を統合して実施した。学校への

貸出冊数を 1 校あたり 300 冊程度にコンパクトにしたことで、実施校数が令和５年度の計１８校

から２２校へと増加。参加人数、貸出冊数ともに増加した。 

・図書館と出会う読書活動「ライぶらり」推進事業は、県立山口農業高等学校西市分校、県立宇部工

業学校、県立下関中等教育学校に各１回実施。読書講演会は西市分校に１回実施した。 

・県立図書館職員の児童サービス研修は、令和６年度の研修計画に従い、読み聞かせ研修を実施。ま

たブックトーク関連の研修会等に職員も参加した。 

・令和４年度からの連携行事２件（山口県児童センター、山口県動物愛護センター）を継続実施。 

令和６年１２-３月の臨時閉館期間中には、児童センターには３回、動物愛護センターには４回 

出向き、両センターのおはなし会で読み聞かせを実施した。 

・令和６年１２-３月の臨時閉館期間中は、当館ウェブサイトで「おうちでおはなし会」などのウェ

ブ公開展示を１０件実施した。 

 

■今後の取組 

・令和６年３月策定の「山口県子ども読書活動推進計画（第５次計画）」に従って、山口県教育委員

会関係部署と連携をとりながら、「乳幼児期からの読書活動応援事業」等の事業を展開していく。 

・テーマ別ブックリストの新規作成・更新等を行い、ウェブサイトに公開する。 

 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑧‐１ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

基本的取組 イ 新たな図書館サービスの構築 

取組中項目 (ｱ) 多様な利用者に対応したサービス体制の構築 

取組小項目 a 障害者や支援が必要な高齢者等に対応した資料の充実と提供 

取組の 
方向性 

●マルチメディアデイジー図書等、多様な利用者に対応した資料の収集・提供・利用促
進 

●マルチメディアデイジー室の活用促進 

●来館困難者に対するサービスとしての電子書籍サービスの導入  
●日本語を母語としない利用者に対応した資料収集・提供・利用促進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎マルチメディアデイジー図書等の収集・提供 資料 → → 

◎マルチメディアデイジー図書に係る研修への支援 企画 → → 

◎音声デイジー図書の提供・利用促進 企画 → → 

◎電子書籍サービス導入の検討・実施 企画 → → 

◎外国語資料の収集計画の見直し及び計画に沿った収集・提供

の推進 
資料 

○計画見直

し 
× 

評価指標 

（２－４） 

マルチメディアデイジー図書等貸出冊数／年 

（マルチメディアデイジー図書、音声デイジー図書、大活字本、ＬＬブックの貸出冊数） 

目標値 Ｒ１：２，３５１冊 →  Ｒ７：２，５００冊 

備考 Ｒ５～：Ｒ３目標（2,087冊）に１０３冊/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１,９３５冊 １,５１５冊 ２,１６１冊 １,３３３冊 －冊 ２，３９６冊 55.6％ 

      Ｃ 

評価の観点 
４～８月の貸出冊数は昨年度に比べ好調だったが９月以降は減少傾向にあ

り、目標値を達成できなかった。 

取組小項目 b 障害者や支援が必要な高齢者へのサービスの普及と利用促進 

取組の 
方向性 

●全県的な障害者や支援が必要な高齢者へのサービスの対応促進 
●障害や高齢に配慮した周知の推進 
●障害や高齢による来館困難者への対応の検討・実施 

●読書バリアフリー法施行を踏まえてのサービスの充実強化  
●日本語を母語としない利用者へのサービスの対応促進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎市町立図書館の障害者や支援が必要な高齢者への対応状況調

査の実施 
企画   

◎市町立図書館職員を対象とした研修の実施 企画 → → 

◎障害者や高齢者の団体との連携によるサービスの周知 企画 → → 

◎ウェブアクセシビリティに配慮したウェブサイトの運用 企画 → → 

◎来館困難者に対する郵送貸出等の検討 総合 → → 



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑧‐１ 事業評価】 

◎マルチメディアデイジー図書・音声デイジー図書・大活字本の

広報・利用促進（オンラインによる対応を含む） 
企画 → → 

◎やさしい日本語や外国語による利用案内の対応検討・実施 企画 → → 

■評価・分析 

 マルチメディアデイジー図書等の貸出については、４～８月の貸出冊数は昨年度に比べ好調だっ

たが９月以降は減少傾向にあった。また、臨時閉館中に大活字本を含め資料の貸出冊数が減少し

たこともあり、目標値を達成できなかった。 

■今後の取組 

 外国語資料の収集計画の見直しについて着手する。 

 来館困難者に対するサービスとして、電子図書館サービスやe-Ｎet貸出サービス等の非来館型の

図書館サービスの周知に努める。 

 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑧‐２ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

取組小項

目 
c 広域的利用の促進、非来館型サービスの周知 

取組の 
方向性 

●広域的利用者向けサービスの周知 
●ウェブサイトを活用した非来館型サービスの周知 

具体的事業 
事業担

当 
6年度計画 遂行状況 

◎e-Net貸出サービス、協力貸出に係るチラシ配布等や学校図書

館協議会との連携による学校を通じた周知 
企画 → → 

◎当館ウェブサイトの充実及びSNS等を活用した図書館サービ

スの周知 
企画 → → 

◎電子書籍サービスの導入の検討・実施 企画 → → 

◎調べ学習等に役立つ電子資料等の提供を検討 資料 → → 

評価指標 

（２－５） 

館外貸出冊数における市町立図書館を通じた貸出冊数（e-Net貸出及び協力貸出）／年 

目標値 目標値 

備考 Ｒ６：最終目標値の約95％ 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

12,168冊 12,241冊 13,082冊 13,092冊 －冊 11,500冊 113.8％ 

      Ａ 

評価の観点 
臨時閉館中も滞りなく利用されるよう、市町立図書館や利用者に対し、各サ

ービスについて事前に周知広報を行った。 

評価指標 

（２－６） 

県立図書館ウェブサイトのアクセス件数／年 

目標値 Ｒ１：１，４９０，２１２件 →  Ｒ７：２，０００，０００件 

備考 Ｒ４～：Ｒ３実績に５万件程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

1,829,313

件 

2,128,145

件 

1,707,725

件 

1,841,939件 －件 1,950,000

件 
92.1％ 

      Ｂ 

評価の観点 各ウェブページのコンテンツの充実を図っている。 

■評価・分析 

 臨時閉館中も市町立図書館を通じた貸出はほぼ例年通り利用があり、協力貸出しの微減、e-Net貸

出サービスの微増により目標値に達した。 

 電子図書館サービス追加コンテンツの選書にあたり、調べ学習等に役立つものについて検討を行

い、令和６年３月末時点で、329点を追加整備した。【再掲】 

 e-Net貸出サービス及び協力貸出サービスについては、オンライン会議等の機会に各図書館に周知

を図った。 

 ウェブサイトについて、各資料展示のページを中心に作成したが、目標値には届かなかった。 

 令和５年７月に開設した公式Ｘ（旧Twitter）について、引き続き運用し、情報発信に活用した。 

 

■今後の取組 

 電子図書館サービスについて、利用状況を踏まえ、コンテンツの充実を図る。 

 引き続き、調べ学習等に役立つ電子資料等の提供について検討し、令和７年度は合計350点程度を

追加整備予定である。【再掲】 

 e-Net貸出サービス及び協力貸出サービスについては、今後も周知広報を引き続き行う。 

 蔵書検索（なんでも検索）の検索対象となるデータ（ふるさと文献情報など）を充実させる。 
  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑧‐３ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

取組小項目 d アクティブシニアへのサービス構築 

取組の 
方向性 

●アクティブシニアが活動できる場の提供 
●アクティブシニアの図書館利用促進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎アクティブシニア向け講座の開催 企画 → → 

◎アクティブシニア向け読書イベントの検討・モデル実施及び

市町立図書館への普及広報 
企画 ○検討 → 

◎アクティブシニアを講師とした講座等の開催 企画 → → 

◎アクティブシニアにより構成される団体の図書館利用の促進 企画 → → 

評価指標 

（２－７） 

アクティブシニアを対象とした講座等（読書イベントを含む）の開催回数／年 

目標値 Ｒ１：４回 →  Ｒ７：５回 

備考 Ｒ４～：Ｒ３実績に１件程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

２回 ４回 ３回 ４回 －回 ４回 100.0％ 

      Ａ 

評価の観点 

法テラス山口との連携講座を１回、放送大学山口学習センターとの連携講

座を１回実施した。また、読書イベントとして電子資料活用講座を２回実

施した。 

評価指標 

（２－８） 

アクティブシニアを講師とした講座等の開催回数／年 

目標値 Ｒ１：４回 →  Ｒ７：４回 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

２回 ３回 ４回 ３回 －回 ４回 75.0％ 

      Ｂ 

評価の観点 放送大学山口学習センターとの連携講座を１回、版画教室を２回実施した。 

■評価・分析 

・法テラス山口との連携講座は「どっちが正解？ ○×クイズで考える法律問題 ～遺言・相続編～」

をテーマに平日に開催し、会場とオンライン平行で実施した。 

・放送大学山口学習センターとの連携講座は、山口県文書館前副館長を講師として「写真で見る山

村の暮らし」をテーマに開催し、多くのシニア層の参加があった。 

・版画教室は、山口版画の会の協力を得て計２回（11月24日、30日）開催した。 

・電子資料活用講座として、電子図書館サービス体験会（令和６年７月３１日（水））を実施した。

また、電子資料のアクセシビリティ機能を紹介する「電子図書館サービス活用講座-電子書籍と読書

バリアフリー」（令和７年３月１３日（木））をオンラインで開催した。（再掲） 

 

■今後の取組 

・アクティブシニアの図書館への興味関心を喚起する内容の講座等を、他機関との連携により引き

続き実施する。 

 

 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑨ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

基本的取組 ウ 県立図書館における読書環境の整備（多様な読書に対応するための環境整備） 

取組中項目 (ｱ) 読書環境の整備と読書の雰囲気・空間づくり 

取組小項目 a 多様な利用者を受け入れるためのニーズ把握と対応 

取組の 
方向性 

●バリアフリー、ユニバーサルデザインに配慮するためのニーズの把握と対応 
●障害者等に対する館全体での受け入れ態勢の構築 

●障害者等、多様な利用者に対応するための職員研修の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎障害者関係団体等を通じた利用ニーズ調査の実施及び対応方

策の検討・実施 
企画 

○試行結果
に対する再
調査 

→ 

◎利用者用の設備・環境に対する定期的点検（利用者アンケート

の実施等） 
企画 ○実施 → 

◎障害者等、多様な利用者への対応のための職員研修の実施 企画 → → 

評価指標 

（２－９） 

障害者等、多様な利用者への対応のための職員研修の実施回数／年 

目標値 Ｒ１：数値なし →  Ｒ７：２回 

備考 最終目標値を維持 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

２回 ２回 ２回 ３回 －回 ２回 150.0％ 

      Ａ 

評価の観点 オンライン配信を活用し、職員全員の受講を目指す。 

取組小項目 ｂ 読書案内のための情報発信や読書イベントの企画・実施 

取組の 
方向性 

●資料展示による所蔵資料紹介 
●読書イベントの実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎「ニュースを読む」等の館内展示開催及びウェブサイト掲載に

よる所蔵資料紹介 
総合 → → 

◎ビブリオバトルや本に関するクイズラリー等の読書イベント

の実施 
企画 → → 

評価指標 

（２－10） 

読書イベントの実施回数／年 

目標値 Ｒ１：３回 →  Ｒ７：３回 

備考 Ｒ５～：Ｒ３実績に１件程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１回 ２回 ３回 ３回 －回 ３回 100.0％ 

      Ａ 

評価の観点 計画的に実施できたかどうか。 

■評価・分析 

 障害者サービスの職員研修については、館内研修として臨時閉館中（１～２月）にオンライン配

信動画を受講した。また、専門講習会として「ロービジョンケアと読書バリアフリー」を２月に、

「電子図書館サービス活用講座-電子書籍と読書バリアフリー」を３月にオンラインで開催した。 

・障害者サービスの利用ニーズ対応のため令和４年度に作成した「やさしい日本語の利用案内」の

紙媒体にあわせて、令和６年３月末にWEBページを作成し、公開した。 

 「ニュースを読む」等の館内展示（一般向け）を５５回実施し、当館ウェブサイトでも資料リスト

を公開した。そのうち、１７回分については、臨時閉館中のため、ウェブサイト上での展示を実施

した。 



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑨ 事業評価】 

 読書イベントとして、電子図書館サービス体験会（令和６年７月３１日（水） 再掲）、山口市ス

マートシティ推進室との連携による「図書館・博物館による読み聞かせ＆ものづくり出前講座」

（令和７年２月９日（日） 再掲）、「電子図書館サービス活用講座‐電子書籍と読書バリアフリ

ー」（令和７年３月１３日（水） 再掲）を実施した。 

 

■今後の取組 

 次年度以降の図書館利用に係る県民向け講座を企画・実施する。 

 令和6年12月に県のe-アンケートを活用した利用者アンケートを実施。 

 「ニュースを読む」等の館内展示の継続的な実施を行う。 

   



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑩ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 ア 市町立図書館との連携・協力（資料の相互利用、情報・ノウハウの提供等） 

取組中項目 (ｱ) 県内図書館間の連携強化 

取組小項目 a 県内図書館グループウェア運営による情報共有の推進 

取組の 
方向性 

●グループウェア運営による情報共有の推進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎情報共有に配慮したグループウェアマニュアルの運営 企画 → → 

取組小項目 b 県立図書館職員の市町立図書館訪問による情報収集 

取組の 
方向性 

●定期的な市町立図書館訪問による情報収集の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎市町立図書館訪問・情報収集の実施 企画 → → 

評価指標 

（３－１） 

市町立図書館への訪問回数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２７～Ｒ１：１３２回 → Ｒ３～ Ｒ７：１８０回 

備考 Ｒ６：最終目標値の60% 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

４回 ２０回 ４４回 ３３回 －回 ５６回 58.9％ 
単年度の 

(実績) <目標> （１６回） （２４回）    Ｃ 

評価の観点 市町立図書館の中心館を中心に、１８市町全て訪問した（オンライン含む）。 

取組中項目 (ｲ) 協力貸出、物流の充実 

取組小項目 a 協力貸出の周知強化 

取組の 
方向性 

●県民への協力貸出の周知 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎協力貸出の利用促進ポスター等の作成・配布 企画 → → 

■評価・分析 

・研修講師派遣や図書館協力担当者会議、図書館訪問の機会に、県立図書館への要望や各館の課題に

ついて情報収集を行うと共に、協力貸出の活用等の周知を行った。 

・各市町立図書館に訪問して情報交換を行うと共に、当館ＳＮＳで訪問した図書館の紹介を行った。 

 

■今後の取組 

・協力貸出の利用促進について、図書館協力担当者会議や、図書館訪問において、さらに市町立図書

館職員に対して利用者向け周知に係る働きかけを行う。 

 



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑪ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 イ 
大学図書館、専門的機関等も含めた連携（学術研究、専門分野も含めた県域でのネット
ワークづくり） 

取組中項目 (ｱ) ３館協定館（山口大学図書館、県立大学図書館）等との連携強化 

取組小項目 a ３館協定に基づく連携推進 

取組の 
方向性 

●大学における遠隔地利用者返却システムの周知 
●大学との連携事業の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎遠隔地返却の周知ポスター等の作成・配布 企画 → → 

◎山口大学図書館、山口県立大学図書館での出張利用講座等の

開催 
企画 → → 

評価指標 

（３－２） 

山口大学図書館、山口県立大学図書館との連携行事の開催回数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２７～Ｒ１：９回 → Ｒ３～ Ｒ７：１０回 

備考 Ｒ６：Ｒ５年度実績値（３回）＋最終目標値の20％ 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１回 ２回 ３回 ２回 －回 ２回 100.0％ 
単年度の 

(実績) <目標> （１回） （１回）    Ａ 

評価の観点 

11月に山口大学図書館学生協働（図書館ボランティア）と連携し、当館館内

行事への参加協力等を実施した。また、２月に山口大学図書館及び山口県立

大学図書館の学生協働と連携した研修会を実施した。 

取組小項目 b ３館協定館以外の大学図書館等との連携 

取組の 
方向性 

●県内大学図書館との協力体制構築に向けての検討・協議 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎県内大学図書館との連携に係る協議及び連携の試行 企画 → → 

■評価・分析 

・３館協定館における遠隔地利用者返却システムの運用体制は定着している。引き続き、学生向けの

利用に係る広報を行う。 

 

■今後の取組 

・学生に対し、公立図書館の利用に係る啓発等の取組を引き続き行う。 

・令和７年２月１２日（水）に山口県図書館協会図書館連携部会と共催で「高校生と図書館」をテー

マに山口大学図書館及び山口県立大学図書館の学生協働を交えた意見交換を行う研修会を実施した。 

 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑫ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 イ 
大学図書館、専門的機関等も含めた連携（学術研究、専門分野も含めた県域でのネット
ワークづくり） 

取組中項目 (ｲ) 専門機関との連携による専門的な図書・資料収集の充実 

取組小項目 a 調査相談（レファレンスサービス）機能に係る専門的機関との連携 

取組の 
方向性 

●専門機関との情報交換・連携体制の維持・発展 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎調査相談業務等における専門機関との連携 総合 → → 

◎レファレンス研修における専門機関との連携（専門員講師の

招聘等） 
総合 → → 

取組小項目 b 資料収集に係る専門的機関との連携体制の強化 

取組の 
方向性 

●大学図書館等との連携による効率的な資料収集の検討 
●「山口県産業技術センターセレクション」の見直し 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎３館協定館（山口大学図書館、山口県立大学図書館）との資料

収集に係る協議体制の構築 
企画 

○３館協定

館との意

見交換 

→ 

◎県内他大学との連携体制の検討 企画 
○連携体制

検討 
→ 

◎他の産業振興機関・団体等との連携を含めた「山口県産業技術

センターセレクション」の見直しの検討 
資料 

○連携の見

直し 
○ 

◎資料収集に係る新たな県関連機関との連携促進 企画 → → 

取組中項目 (ｳ) 県内図書館関係団体との連携推進 

取組小項目 a 山口県図書館協会との連携・協力推進 

取組の 
方向性 

●山口県図書館協会との連携による全県的な図書館振興の推進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎図書館振興に係る事業（「図書館振興県民のつどい」等）の実

施 
企画 → → 

◎図書館関係団体の組織化（県図書館協会団体会員への加入促

進） 
企画 → → 

取組小項目 b 山口県大学図書館協議会・山口県学校図書館協議会との連携推進 

取組の 
方向性 

●館種を超えた協力体制の強化 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎研修会等の共催事業の実施 企画 → → 

■評価・分析 
 （公財）やまぐち産業振興財団との連携による「特許・商標相談会」を継続的に実施した。なお、
レファレンス研修として、国立国会図書館職員を講師としたオンライン研修（図書館職員等専門
講習会）を実施した。 

 「山口県産業技術センターセレクション」について、館内での選書による継続、資料更新を行っ
た。また、セレクションコーナーの見直しについて山口県産業技術センター職員と協議し、資料
の入替えや表示・看板等について確認を行った。 

 11月２日（土）に萩市立萩図書館で、図書館振興県民のつどいを山口県大学図書館協議会、山口県
学校図書館協議会との共催で開催した。 



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑫ 事業評価】 

■今後の取組 

 「山口県産業技術センターと定期的に情報を交換し、「山口県産業技術センターセレクション」の

充実を図る。 

 研修業務で実施する研修機会を活用しつつ、レファレンス研修における専門機関との連携を図る。 

 ３館協定館における資料収集の協議については、山口大学が収集方針改訂予定、山口県立大学が

新規策定予定のため、引き続き情報交換を行う 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑬ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 ウ 県外図書館とのネットワーク形成（県内外図書館をつなぐ結節点としての役割） 

取組中項目 (ｱ) 国立国会図書館が運営する各種データベースへの参加 

取組小項目 a 国立国会図書館データベースへの積極的なデータ提供 

取組の 
方向性 

●国立国会図書館との連携による、当館が作成・所有する各種データの発信・利用促進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎国立国会図書館総合目録ネットワーク事業へのデータ提供 企画 → → 

◎レファレンス協同データベースへのレファレンス事例及びパ

スファインダー（調べ方案内）のデータ提供 
総合 → → 

■評価・分析 

 レファレンス協同データベースについては、山口県関係の事例を中心に、定期的にデータ提供を

行った。 

■今後の取組 

 引き続き、レファレンス協同データベースへのデータ登録の推進など、国立国会図書館との連携

に努める。 

 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 
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【令和６年度アクションプラン⑭ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 エ 地域づくり団体等との連携推進（地域づくり活動等への協力推進） 

取組中項目 (ｱ) 地域づくり、まちづくりイベントへの協力 

取組小項目 a 商工会議所等との連携事業の推進 

取組の 
方向性 

●図書館の資料及び職員の知識技能の地域への積極的な還元 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎山口市商工会議所、（公財）やまぐち産業振興財団等との連携

事業の実施 
企画 → → 

◎社会福祉団体ほか幅広い公的分野を対象とした新たな連携先

の開拓及び連携事業の実施 
企画 

○連携事

業実施 
○実施 

評価指標 

（３－３） 

新たな連携先の開拓実績（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２７～Ｒ１：５件 → Ｒ３～ Ｒ７：３件 

備考 １件程度/隔年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１件 ３件 ４件 ４件 －件 ４件 100.0％ 
単年度の 

(実績) <目標> （２回） （１回） （０回） ＜－回＞ ＜０回＞ Ａ 

評価の観点 連携先の各団体等と引き続き事業を実施した。 

取組中項目 (ｲ) パークロード周辺文化施設（美術館、博物館等）との連携推進 

取組小項目 a 企画展との連携事業の推進 

取組の 
方向性 

●情報交換、企画連携による連携事業の推進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎企画展関連図書展示、関連資料紹介リストの作成・配布 総合 → → 

◎企画展関連資料の貸与 企画 → → 

■評価・分析 

 県立博物館「大解剖！からくりワールド」、美術館「奈良大和路のみほとけ展」」等にちなんだ資料

展示を行い、関連リストは、当館ウェブサイトで公開した。 

 山口市商工会議所と連携し、同会議所主催の「日本のクリスマスは山口から」協賛行事として各イ

ベントを開催。 

 （公財）やまぐち産業振興財団と連携し、「特許・商標なんでも無料相談会」を実施した。（毎月第

４火曜日） 

 山口市スマートシティ推進室との連携によるパークロード周辺活用ワーキンググループに参加し、

社会実験事業「図書館・博物館による読み聞かせ＆ものづくり出前講座」（令和７年２月９日（日））

を実施した。 

 県乳幼児の育ちと学び支援センターとの連携事業として、センター主催の研修会でマルチメディア

デイジーの展示・紹介等を実施した。 

 令和４年度に新規に連携した県児童センター及び県動物愛護センターと、それぞれ事業を実施し

た。 

■今後の取組 

・引き続き連携事業を実施するとともに、作成した成果物の提供と活用を図る。 

・新たに開拓した連携先との継続的な事業の実施を検討する。 

 

  



 

※計画状況  実行・着手：○  継続：→ 

 

26 

【令和６年度アクションプラン⑮ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 オ 図書館職員、図書館活動に関わる人材の育成 

取組中項目 (ｱ) 図書館司書研修プログラムの充実 

取組小項目 a 市町立図書館職員研修の実施 

取組の 
方向性 

●ニーズに基づいた計画的な研修の実施 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎研修に係る市町立図書館職員のニーズ調査の実施 企画 → → 

◎新任職員基礎講座の開催 企画 → → 

◎図書館職員等専門講習会の開催 企画 → → 

◎研修に参加できない市町立図書館職員向けの対応の検討・実施 企画 → → 

評価指標 

（３－４） 

県内図書館員向け研修受講者数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２７～Ｒ１：１，３９２人 → Ｒ３～ Ｒ７：１，２００人 

備考 Ｒ３実績に240人程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

229人 491人 757人 214人 －人 203人 105.4％ 
単年度の 

(実績) <目標> （262人） （266人）    Ａ 

評価の観点 

新任職員基礎講座のほか、県図書館協会等との共催で図書館と本の修理と製

本講習会を実施。また、図書館職員等専門講習会を１月以降全３回、オンライ

ンで実施した。 

取組小項目 b 県立図書館司書職員の資質向上 

取組の 
方向性 

●計画的な研修受講体制の構築 
●専門分野を持った司書の育成 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎研修計画の策定及び計画に沿った研修受講の推進 企画 → → 

取組小項目 c 市町立図書館主催の研修等への支援 

取組の 
方向性 

●市町立図書館主催研修の活性化 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎県立図書館職員出前研修に係るニーズの把握及び実施 企画 → → 

◎研修情報の提供 企画 → → 

■評価・分析 

・県立図書館職員による市町立図書館主催研修等への講師派遣を積極的に行った。 

・新任職員基礎講座（同内容で２回）を会場・オンライン併用で開催した。また、「本の修理と製本講習

会」について、令和５年度に引き続き、講義・実習どちらも会場・オンライン併用で開催した。 

■今後の取組 

・引き続き、研修の実施、講師の派遣等を行い、図書館活動に関わる人材の育成に努める。 

・今後も各種研修会については会場・オンライン併用で開催する予定。 
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【令和６年度アクションプラン⑯ 事業評価】 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 オ 図書館職員、図書館活動に関わる人材の育成 

取組中項目 (ｲ) 図書館活動に関わる人材の育成 

取組小項目 a 大学の司書課程への協力 

取組の 
方向性 

●図書館実習等の受入れ 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎司書課程実習の受入れ 企画 → → 

◎インターンシップ・職場体験学習の受入れ 企画 → → 

◎司書課程等への講師派遣 企画 → → 

取組小項目 b 図書館ボランティアの養成、活動促進 

取組の 
方向性 

●山口図書館サポーターの募集推進 

●山口図書館サポーターの活動促進 

●図書館ボランティアへの研修等の実施  

●市町立図書館主催のボランティア研修への講師派遣の促進 

具体的事業 事業担当 6年度計画 遂行状況 

◎ボランティア団体への働きかけ等による山口図書館サポータ

ーの募集 
企画 → → 

◎山口図書館サポーター参加事業の充実 企画 → → 

◎図書館ボランティアへの研修等の実施 企画 → → 

◎市町立図書館主催のボランティア研修への講師派遣の促進 企画 → → 

評価指標 

（３－５） 

山口図書館サポーターの活動日数／年 

目標値 Ｒ１：２５日 → Ｒ７：２０日 

備考 Ｒ３実績に１～２日程度/年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

１３日 １８日 ２０日 １７日 －日 １９日 89.5％ 

      Ｂ 

評価の観点 定例活動及び図書館主催行事の補助活動を実施。 

評価指標 

（３－６） 

図書館ボランティアへの研修等の実施回数／年 

目標値 Ｒ１：２回 → Ｒ７：３回 

備考 Ｒ３目標（１回）に１回程度/隔年の増加 

3年度実績 4年度実績 5年度実績 6年度実績 7年度実績 6年度目標 達成率・評価 

２回 ２回 ３回 ４回 －回 ３回 200.0％ 

      Ａ 

評価の観点 

「本の修理講習会」を８～９月に２回（同内容）、電子図書館サービス体験

会を７月に１回、電子図書館サービス活用講座（オンライン）を３月に１

回開催した。 

■評価・分析 

・図書館サポーターについては、定例活動及び図書館主催行事の補助活動を実施した。（９月の定例

活動１回を台風のため中止とした。また、当館の設備改修工事に伴う臨時閉館により、１２～１月、
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３月に予定していた定例活動を中止した。） 

・図書館ボランティアへの研修については、「本の修理講習会」を８～９月に２回（同内容）開催し

た。また、電子図書館サービス体験会を７月に１回、電子図書館サービス活用講座（オンライン）を

３月に１回開催した。 

■今後の取組 

・サポーターの補助活動が可能な図書館主催行事等の把握、計画的なサポーター活動日の設定に努

める。 


